
『認定こども園』から学び取れること
　　　　　　　　　　　　　　　福岡市手をつなぐ育成会保護者会　下山　いわ子
　
『認定こども園』を知っていますか？
認定こども園は、福岡市内でも保育施設312か所中8か所しかありません。（参考資料　福岡市「令和４年度福岡市保育施設等利用のご案内」の「福岡市保育施設等一覧」の「福岡市保育施設一覧（令和3年度10月25日現在）」）
認定こども園は､保護者が働いている・いないに関わらず利用できます。ということは、途中で保護者が離職しても子どもの居場所を変えなくて良いです。預かり時間が長い等、地域の実情や保護者のニーズに応じて選択が可能となるよう多様なタイプがあります｡ニーズに合わせた選択肢のある福祉サービスの可能性へつながるのではないでしょうか。
このたび、認定こども園の「博多ピノキオこども園」の統括園長　松尾正次郎さんからお話を伺いました。
博多ピノキオ園では、認定保育園という新しいシステムを活用して、保育園と幼稚園の良いところを組み合わせて、障がいのある子どもや医療ケアの必要な子ども受け入れて、一人一人の子どもと保護者に、できるだけ寄り添いながら運営されています。
ただ、運用には柔軟性もあるようですが、課題もあるそうです。松尾さんは、課題克服に挑戦しながら「全ての子どもにより良い環境」を目指して邁進されています。
　
『多様な社会と大切にしたい子どもの育ち』
博多ピノキオこども園　統括園長　松尾正次郎
現代の子ども達に何を伝えたいのか。どのような育ちが必要となってくるのか。様々な本を読むと「生きる力を育む」をいう言葉を以前よりよく目にします。今、子ども達に何かを教え込もうとすることより、子ども達の生きる力を育むことを目指し、自ら学び、自ら考える力の育成を図ることが必要になってきました。このような動きの中で、就学前にはどのような環境が子どもにとってよりよい環境なのでしょうか。
乳幼児期、特に乳児期は全面的に大人の助けが必要です。しかし、自分では何もできないとおもわれるこの時期にも、自ら少しずつ学んでいき、自ら考えているのだと思っています。実際に、おむつが汚れていると、まず不快さを感じます。そして、それを替えてもらおうと自らの声で「ギャー」と泣いて訴えます。伝わらないとなると、より大きな声で訴えます。これは、本人が意識している訳ではないと思いますが、快、不快という感覚を自ら学び、それをどのようにすれば解消するのかを考え、自ら声を出すという行動を起こしているのだと考えています。その時、不快を感じる前にオムツを取り替えてしまったりすると、乳児が自ら声を出す前に解決してしまうとどのようになるでしょうか。以前、保育士からこのような相談をうけたことがあります。「1人の子のオムツを替えているとき、隣の子のオムツが汚れて泣いているのに替えてあげられない。子どもの為には、やっぱり保育士配置はもっと必要ですよね。」子どもの為を思っているようですが、私は、その保育者と時間をとって一緒に考えてみました。「養護の視点で考えると、生命の保持と情緒の安定を踏まえ、不安で泣いているのであれば抱きしめること、なだめることはとても大事です。どのように考えますか。」私は、不安で…というわけではなく、自分も不快だから替えてと訴えているようにも思います。教育的な視点からみると「身近な人と気持ちが通じ合う」「次替えてあげるから待っててね」と「ちゃんと見てるよ」と心を通わせ伝えることも大事です。泣かせないようにすること、泣く前にしてあげることが子どもの為なのでしょうか。こんな場面が、各年齢、様々な活動の中でみられます。子どもの気持ちを理解すること、理解しようとすることで、いろいろなことに気づかされます。
さて、２０２０年、教育改革では、「知識などの認知能力」から「アクティブラーニングや非認知能力」「考え、生み出す力」に重きをおいた学びになってきます。多くの子どもには本来、「自分で問題に挑戦し、解決する力」や「強くてしなやかな心」の可能性が備わっています。現代の核家族化が進む中で、子どもには結果が求められ、生きづらい世の中なのかもしれません。しかし、私たちは、乳幼児施設の特性と専門性を高めることで、子ども達が自らよりよく生きる術を身につけていけると思っています。
昨今、「非認知能力ＥＱ」が注目されています。教育経済学の代表的な研究者に、２０００年にノーベル経済学賞を受賞したジェームズ・ヘックマンさんがいますが、２つの提唱をされています。ひとつは、子どもの教育に国が公共政策としてお金を使うなら、就学前の乳幼児期がとても効果的だということ。もうひとつは、幼少期に非認知的な能力を身につけておくことが、大人になってからの幸せや経済的な安定につながるということです。非認知的能力とは、例えば、目標に向かって頑張る力、他の人とうまく関わる力、感情をコントロールする力などです。子どものこのような育ちは特別な事ではありません。子どもが興味をもったことに取り組ませる。「育てたい力や姿勢」を考える。豊かな環境を整える。文字や数の力は遊びながら育てることが大事です。自然の不思議さに気付き、興味、探求心を持って　豊かな環境を通して、葉っぱのカタチや数、大きさや重さを感じながら育ちます。
　これからの時代、ますます少子高齢化が急速に進み、AIを活用した効率化が求められ、生産性の向上や多様性の時代となってきます。様々な組み合わせや協力をもとに新たな価値を見出すソサエティ5.0の創造社会です。この時代を創っていくのは、紛れもなく私たちや今の子ど　　　も達です。私は、保育の奥深さを感じる中で、上記しているように乳幼児期の育ちを充実することで一人一人の個性が育まれると信じています。そして、この学びをもとに社会の中で活躍してくれることを信じています。
11月8日の日経新聞にこのような記事が掲載されていました。「子どもを巡る状況は深刻さを増している。20年の出生率数は84万人で統計開始以降で最小となった。児童相談所が20年に対応した児童虐待の相談件数は20万5029件にものぼり、初めて20万件を超えた。19年度版の国民生活基礎調査によると、18年の子どもの貧困率は13.5％で、ひとり親世帯は5割近くに達する。」このような状況を踏まえ、子どもの成長に応じて切れ目なく支援する司令塔とするために「こども庁」の創設が掲げられました。
[bookmark: _Hlk93304391]多様な社会は様々な環境を生み出します。その環境にあわせ令和2年度当園は幼保連携型認定こども園へ移行しました。地域の子育て支援の強化や就労を問わない定員の確保、これからの教育及び保育の発信を積極的に行っていきます。また、定型発達ではない子どもや医療的ケア児等、子どもの特性にも応じた受入れを行うため、看護師の配置も行っています。
すべての子どもにとってより良い環境を。それが私たちの想いです。
(上記松尾さんの文章の途中に写真を入れてください)
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社会福祉法人 正道会 博多ピノキオこども園
所在地 : 福岡市博多区上牟田１丁目7-11
電話番号 :  092-433-1123

※認定こども園とは（引用：内閣府　認定こども園概要）
教育･保育を一体的に行う施設で､いわば幼稚園と保育所の両方の良さを併せ持っている施設です。以下の機能を備え､認定基準を満たす施設は､都道府県等から認定を受けることが出来ます｡
[image: １：就学前の子どもに幼児教育・保育を提供する機能、（保護者が働いている、いないにかかわらず受け入れて、教育・保育を一体的に行う機能）]
[image: ２：地域における子育て支援を行う機能（すべての子育て家庭を対象に、子育て不安に対処した相談活動や、親子の集いの場の提供などを行う機能）]
幼稚園（・幼児教育・3歳～就学前の子ども）と保育所（・保育・0歳～就学前の保育が必要な子ども）等に対し、上記の機能を付加し、認定基準を満たした施設は認定を受けることが出来ます。
　認定こども園には､地域の実情や保護者のニーズに応じて選択が可能となるよう多様なタイプがあります｡なお､認定こども園の認定を受けても幼稚園や保育所等はその位置づけは失いません｡
· 幼保連携型
幼稚園的機能と保育所的機能の両方の機能をあわせ持つ単一の施設として､認定こども園としての機能を果たすタイプ｡
· 幼稚園型
認可幼稚園が、保育が必要な子どものための保育時間を確保するなど、保育所的な機能を備えて認定こども園としての機能を果たすタイプ
· 保育所型
認可保育所が、保育が必要な子ども以外の子どもも受け入れるなど、幼稚園的な機能を備えることで認定こども園としての機能を果たすタイプ
· 地方裁量型
幼稚園・保育所いずれの認可もない地域の教育・保育施設が、認定こども園として必要な機能を果たすタイプ
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